
 

 

 

 

第３学年 道徳科学習指導案 

１ 主題名「生きる喜びって何だろう」（内容項目：Ｄ-22 よりよく生きる喜び） 

２ 教材名「カーテンの向こう」（出典「とびだそう未来へ中学道徳３」教育出版） 

３ 主題設定の理由 

人間としての生きる喜びは、人からほめられたり、認められたりすることだけで生ず

るものではない。誰もが悩み、苦しみ、悲しみ、そして良心の呵責と闘いながら、弱い

自分の存在を意識するようになる。そして、誇りや愛情、共によりよく生きていこうと

する強さや気高さを理解することによって自分の弱さを乗り越え、人間として生きる

喜びを感じることになる。ここでいう人間として生きる喜びとは、弱い自分を乗り越え

るだけでなく、自分の良心に従って生きることであり、人間のすばらしさを感得し、よ

りよく生きていこうとする深い喜びである。本時では、この喜びを主人公とヤコブの生

き方から考える。 

本学級の生徒は、どの授業に対してもまじめに取り組もうとする子が多く、自分の考

えをしっかりともち、仲間に語ることできる。しかし、授業以外の場面では自分のこと 

を優先し、他者よりも楽をしようと考えてしまう生徒がいる。また、自分に自信がもて

ず、劣等感にさいなまれたり、他人を妬んだり、羨ましく思っているので、自分の幸せ

が他者の幸せの上に成り立っているという考えや感覚を持つことはできない生徒もい

る。こうした実態を踏まえ、人間のもつ弱さや醜さを受け止め、それを乗り越えていく

強さと気高さを感じ取らせ、内なる自分に恥じない、誇りある生き方、夢や希望など喜

びのある生き方について、本教材を通じて考えさせ、感得させたい。 

指導に当たっては、まず、自分だけが弱いのではないということに気付かせることが 

大切である。弱さや醜さだけを強調したり、弱い自分と気高さの対比に終わったりする 

ことなく、自分を奮い立たせることで目指す生き方や誇りある生き方に近付けるとい

うことに目を向けられるようにする必要がある。先人の気高い生き方などから、内なる 

自分に恥じない、誇りある生き方、夢や希望など喜びのある生き方を見いだすことがで 

きるようになる。生徒が、自分の弱さを強さに、醜さを気高さに変えられるという確か 

な自信をもち、よりよく生きる喜びを見いだせるように生徒同士の思考の共有を行い、 

思いを語らせる中でよりよい生き方について考えられるような指導を行う。 

４ 本時のねらい 

 死を前にした絶望の中にいる人の生き方を考えることにより、生きる喜びとは何か 

について探究し、共生することの喜びを実現しようとする道徳的心情を育てる。 

５ 本授業のポイント 

 

 

 

 

「物事を（広い視野から）多面的・多角的に考える」 

を重点とした道徳科の授業づくり 

① ロイロノートを活用した思考の共有による議論する場の設定 

② 様々な視座から物事を捉え、思考を広げるための教師による発問の工夫  

③ 個人での思考、ペアや集団での対話を効果的に行いながら個々の考えを深化させる学びの場の工夫 



６ 本時の展開 
 学習活動 ○主な発問 ・予想される児童生徒の発言 留意点や評価の観点 等 

導 

入 

１ あらすじを確認する 

 

２ 初発の感想を交流し、道徳的価値（よりよく生きる喜

び）と出会う 

 ○今まで、「うそ」をついたことはありますか。それは、ど

んなときに、どんな理由でつきましたか。 

・教材文を各自事前通読し、初

発の感想をワークシートに

記入させておく。 

 

展 

開 

３ ヤコブの言動について考える 

 ○ヤコブは、なぜ「うそ」の話をしたのですか。 

  ・病人に希望を与えるため 

  ・仲間を楽しませるため 

  ・自分のため 

 

４ これからの「私」の行動について考える 

 ○あなたが「私」の立場になったら（ヤコブがいた場所に

来たら）どうしますか。 

＊ハートメーターで数値入力 

赤：嘘をつく 

青：正直に話す 

  ・（赤数値が大きい）ヤコブが周りのことを思って希望

のもてる景色について話した思いを引き継ぎたい。 

  ・（青数値が大きい）嘘をつくことは、よくないことだ

から。 

 ○ヤコブの考えと「私」の行動の話し合いから、あなたが

「大切にしよう」と思ったことは何ですか。 

＜補助発問＞ 

 ①死を目の前にした人たちの幸せって何だろう。 

 ②嘘をつかれている病人たちはどう感じているのだろう。 

 ③この病室にいる人たちの喜びって何だろう。 

 ④本当のことを聞いたら、彼らの楽しみはどうなるのだろう。 

 

・ヤコブのとった行動の理由につ

いて個人で考え、ワークシート

に記入した後、ロイロノートで

共有しながら交流する。 

 

 

・ハートメーターで自身の考え

を示し、その理由をワークシ

ートに記入させる。 

・二項対立にこだわらないよう

留意し、多様な考えを認めて

いく。 

 

 

 

・ワークシートに記入し、考え

を交流する。 

・ペアでの対話を取り入れて議

論を深めていく。 

 

 

 

終 

末 

５ 教材を通して考えたことを振り返る 

 ○今日の授業で学んだことや考えたことを書きましょう。 

・死を前にして、周りの人の幸せや喜びを考えることは

難しい。 

・人に悲しい思いをさせたくない。 

・自分のすることが、周りにどのような影響を与えるの

か考えていきたい。 

 

・ワークシートに記入し、考え

を交流する。 

【評価】 

教材をとおして考えたことをも

とに、「よりよく生きる」とはど

のような生き方なのかを考える

ことができたか。 

 


